
第１試合
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【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

　 平成26年度全国中学校体育大会／第36回全国中学校ソフトボール大会　公式ホームページ
今大会中の試合経過や大会速報を掲載しています。　　 　　　　http://www.ehimejpa.com/softball/

　池田中が７本の長短打で打ち勝った。１回２死２・３塁から５番牧村が逆転２点タイムリーを打ち、
逆転。その後も３番浦山の３塁打、４番後藤の３塁打などで６点を挙げた。守っても、後藤投手を中心
によく守り、野崎中の反撃を耐えきった。
　野崎中は１回１番小野崎のヒットなどで先制点を挙げたが、リードを守れなかった。最後まであきら
めることなく、中盤から終盤にかけても少しずつ追い上げたが、あと一歩及ばず初戦突破はならなかっ
た。

平成26年8月19日（火） 9:00　～　10:52　　 球審：三浦　　一塁：野地　　二塁：粟野　　三塁：重松

【女子1回戦】 Ｄ球場（伊予銀行グランド） 野崎中学校（栃木県）　VS　池田中学校（岐阜県）

　冬の厳しいトレーニングの成果が出たと思います。塁に出た人や打った人みんなのおかげで勝てまし
た。試合では笑って楽しくやろうということを意識しました。全国制覇に向けて１勝できたので、次も
頑張りたいです。

＜先攻＞（野）　●笹沼　穂香　　　 －　竹野井　莉沙

主将談

一塁側チーム（上記タイトルの左側）
の写真（縦横比４：３）

池田中 ７本の長短打で打ち勝つ!!
野崎中 追撃届かず！

三塁側チーム（上記タイトルの右側）
の写真（縦横比４：３）

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱 く な れ  ！

監督談

＜後攻＞（池）　○後藤　明日香　　－　浦山　知奈美

＜本塁打＞

＜三塁打＞　浦山　知奈美（池）　後藤　明日香（池）

＜二塁打＞　牧村　理子（池）

【勝者インタビュー】

　最後まで楽しくやろうという気持ちが勝利につながった。今まで練習でやってきたことにこだわり、
自チームにエラーが出たとしても決して腐らなかった。次の試合でも自分たちがやってきたことを信じ
てやっていきたい。

All Japan Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

野崎中学校（栃木県）

池田中学校（岐阜県）

＜池田中　１回裏、牧村が逆転の２点適時打＞ ＜野崎中　笹沼が最後まで粘り強く投げ抜く＞

チーム名


